
　次の問いに答えよ。１

　  ，  ，  のとき，  を求めよ。

　  ， のとき，に垂直で大きさが のベクトルを求めよ。

　  ， ， ， ， ， とする。 とが平行のとき，の値を求めよ。

　数列  は２
    ，    ，   　 ，，，……

を満たす。ただし，



  




とする。この数列  の初項から第項までの和を  とすると

き，次の問いに答えよ。

　  ，  を求めよ。

　  を求めよ。ただし，  が定義できない場合は「定義できない」と解答すること。

　  を求めよ。

　曲線   上の各点 ， における接線の傾きは，  
 で表されるとする。３

このとき，次の問いに答えよ。

　方程式  を解け。

　関数   がを極小値としてとるとき，  を求めよ。

　関数   のグラフが点 ， を通るとする。方程式  が異なる個の実数解をもつ

　ような定数の値の範囲を求めよ。

　直線をとし，を満たす実数に対して，放物線  を軸方向に４
，軸方向に だけ平行移動した曲線を  で表す。このとき，次の問いに答えよ。

　  の方程式を求めよ。

　  との共有点の個数を求めよ。

　  とが点を共有するとき，これら点間の距離をで表す。
 の最大値を求めよ。
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　座標平面上で，，の連立不等式５


  

   
   

で表される領域をとする。このとき，次の問いに答えよ。

　を図示せよ。

　点 ， が領域を動くとき， の最大値と最小値を求めよ。

　点 ， が領域を動くとき，の最大値と最小値を求めよ。
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